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{詳 しくは .2 教育相談のしくみに述べてあるので省略する )
。 相桜員の構成
{医学的専門相紗員 ) 吉川俊夫先生 {新潟宍学医学部付属病院小児科)
増村幹夫先生 ( :新潟大学医学割付寸属病院精神神経科 )
上村 主 先生 (新潟大学医学部付属病院 精神神経科)













































A 教育相談資料 {保護者記入用 )


























名 |年令| 駿 業 l' 掌歴 I~i造語対する家族|備 考
• 




自家 借 家 |間借b アパ ー ト 部屋数 (












熟産 -早産( ヶ月)・安産・人工分娩 .仮死出重量 (
出自~の体重 { 匁g)泣き万(強 ・中 ・弱 )手しの吸いっき(強・申 ・弱 )
生
手し 児 期 栄養 (母乳・人工・混合)離乳 ( ヶ月 )しめしの僕 (うまくいるた ・普通
-う まく一いかなかった)発育(良い・ 笥亙 ・忍い )生歯 ( ヶ月)
はいはじめ( ヶ月 )言葉のいいはじめ { ヶ月)歩きはじめ { ヶ月)
。才 -1才 育てるに{;国だったとと {
育. 幼 児 期 発育 {良い ・幸子通・感い)知恵づき (平かった ・普通 ・遅かった )
幼稚毘 ・保育所に行った{ 百三 ヶ月)・行かなかった
近所の友達と {よく遊んだ ・あまb遊ばなかった ・全然遊ばなかった)
よく遊んだ遊びの種綴{
1才--6. 7才 心配だった行動やかわったくぜ{ -ー
@ 
歴 児 藍 期 学俊へ(よろとんで行った ・はじめ送らないと行かなかった ・いやがった )ー
小笠俊の低学年の学業成綾 (上・中・下) 現粍の学業成績 {と・I=T・下)
好きな学科 ( 鎌いな学科{
出欠状況 {ほとんど休まない ・時々休む ・よく休む ・ょく遅刻する ・ぬけ遊び)
転校 {なし・ あ1:>. 回 )
友達が (多い・あ言 bない ・ない) 4・・ 4
運動(好き ・普通 ・綴い ) 得意なスポーッ(
既 {病名 ) { 白三令 ) (疾病の経過 )
往
症
身 視覚障答 [ )聴覚障害手 ( )どもb 言語障答 運動機能障害
体 崎型左利き夜泣きねぼけ夜尿( 才主で );ねつきが磁い のぼぜる 貧血
状 けいれんひきつけ頻尿保食 とわli'9 病的けつべき まばたき反趨多汗 発熱し
況 やすい頭痛風邪にかかbやすい腹痛をおと しやすい 爪かみ指なめ
1性 陽気陰気ふさき'とむ 短気 あきっぽい落ちつき不足 イライラしている 世話ずき










弓~乙 習 成 績 . 生 活 態 度


























































































治療やカウンセリ γグをたは各種テストが円滑に .また有効適切に突織できるよ うにする。
幼ない子どもで.どうしても母親から離れようとしない場合は ，母親とー絡に面接相談室に入室させ
そのまま受理面接をする。というのはとの分離の問題は・とれが解決すれば来談者の主訴が解決する
































































悔して ，その人が本来持てる力をテストに発帰するζ とができるだろうか ，その人のよ b真実の姿が
テス トに現われるであろ ろか .甚だ疑問である。とれらの誌点を考慮して，カウンセラーが最も適当
と思う特に実施する。知能測定という問題の場合でも .2回目の来所時にテス トを行なうのが普通で
あるが .入前で諾ができなかったt • 警戒心が強かった b した場合遊戯室で遊ばせて緊張の之れるの
を待つので ，突臨までにかなり通わなければたらない場令もある。また治療中無理にテストをすると








文章完成法テス ト， 親子関係診断テス ト.タレベロン内田精伺作業検査 .牛島t生絡検査 .幼






































~に参考までに C教育相談資料 ( 医学的診断用 ) をあげておく。
C 教 =同圭'" 本目 談 資 料 {医学的診断用 )
Case. .tYO:・.. ~ 昭和 年 月
姓 現
名 住
昭和 生存 月 日生
所












はいはい ( )一人立ち ( )歩<( 
E笠 話す { 一人で便所に行く(
既 はLか 百日咳 ヂフテリー けいれん 脳炎









口腔: 歯 / 
体重 身長 胸囲 |頭図














年問題に閲して aその早期発足・指導助言 ・治療のため .子どもの問題にそれぞれ関係する立場の人々
が集ま って討議し総合的対策を樹立する研究会をもち.多面的に問題を機サし，その指導助言 ・処理 ・
治療の方法に関して互いに研究して協力しあえるよ うな体制を作bあげねばならないと恩う。













与えるだけで， 一応実行は保護者にまかせ， また必袋ある ときは保護者に申し込んでもらい ，保護者
・子どもの変化は直接求めない .いわば簡単な診断のみで終わると ともある 。 なおとのような場
合でも教育相談資料の保護者記入用・学校記入用は言うまでもなく時には医学的診断資料もそるえ.








的 ・告白的・独言的な万法を用い .来談者をなるべく勧告から自由にし ，その受容に義務感を負わせ
ないように盟隠する。カウ ンセラーはζ の時の来談者の感情 ・反応に注意し.そのようすはかならず
研究会議に報告する。
(6)治療
当相談室では ，主として保護者に対してはカウンセ リング，子ど もに対して遊戯治療が行なわれる。








神病 ・極度に感化した家庭問題などのある子どもは対象とならない。弱視およひ官 ・難聴およびろう ・





















































































ものである。記臼そのものは ，いろんな問題点を合以 .とDとめわないものが多い。特に 「とのととるは
とうであ.!?.そとの音1分はζのようである。」 とい う断定的な判断はできかねるものである。そして，主






1人の子どもやその保護者に対して数多くの検査を行なっていない。 一般的に 1人の被検者に対して 1_
2種類程度にとどめている。診断は治療と結ぴつくものであって ，診断のための診断は極力さけている。


























主として心理療法 (カウンセ Pング・ 遊戯療法)を実悔したケース 5 4件






性絡・ 行動fこ関する問題 5 0 
進路 ・適性に関するι晴 5 
精神身体的健康に闘する問題 1 7 
族 ・教育に関する問題 ? 



















幼 児 1 5 7 15 
小掌 生 11 3 18 
中学生 7 3 10 
高校生 5 5 8 
大学 ・一般 2 5 



















夜尿・8美の誤り ・反抗 ・非社会性・知能測定・わが宣言 ・登園拒否
飼食・その他
小学生 おちつき不足 ・乱暴 ・学校ぎらい・ 登校拒否・勝気やわが安くま・ 陰l検
おきやすい ・知rg測定・学業不振・学習態度 ・ひとbあそび ・盗癖・
内気 ・無口 ・夜尿
中学生 無口・乱暴・奇行 ・登校拒否・務との関係・非社会性 ・学留能力
納骨測定・夜尿症・盗癖 ・不良化 ・性的問題・神経質 ・進路







極めて好転したもの 1 1 E 1 d 
心理療法合実抱した子どもについて，教育相
談終結後の状態はさEに掲げた表の通bである。








































出生期 注射によ b1週間くらい早めに出産した。仮死出産で出生時の体重は 24009-2500
Fであった。出生以後 10日聞くらい吸乳力が弱かった。
乳児期乳の量は少なく人工栄養で育てた。離乳に 7--9か月 .おしめの挨に 18か月，歩行はじめ
までに 18か月を要した。










































































































































































H _ S. 男子 4才6か月 ・幼稚園児
。 主訴母から離れるのをいやがJ?.幼稚園へ行きたがらない。
。家庭環境






娩 )出生時の体重は 28 5 0 &lで.泣き方t対貴かったが ，級学し力は弱かった。
乳児期 はじめ母乳で育てたが， 1適間後母親が風邪に感染し筏乳できず，子どもを小児科へ 50日
程入院させた。その後は人工栄養。 150日くらいで標準.体位に追いついた。離乳.おしめ
の族には ，それぞれ 1年 .1年三とかかった。 発宵は普通で?か月でははいはじめ， 1年すfこ
しで歩きはじめた。言葉のいい初めは満 2年後であった。養育上，G国だったととは .ねつき
が思く神経質だったととである。




















































M r今まではぜんぜんもう……今までは弘のあとを追うとともなかったんですけれどH ・H ・。そういえ
ば ，とちらから帰った日に一人で床屋へ行。たんですよ。」





































































百 「あそとの椅子のととろさ。 J' 
少し気に入らないと.自分の感情をすぐおもてにあらわし，ひなんする。 5分くらいすると治療者
を迎えにやってくる。
H rおじちゃん ，来てもいいよ。 J
T r一人ではつまらない?J





























R . S. 男子 6才 l'0 ~・丹 :小学校 1年生
。 主言床 学校へ行くのをいやがる。(をた乱暴で落ちつきE不足である。
。 家庭環境
実父工場経営高等小学校卒 4 3才 実母家事高等小学校 3 9才


















































とのテス トは区版を示して子どもに自由に物語を作らせるテス トである。チロはとのテス トの主人







第4図脹 運動会が開催され.母が多観 している。兄が 1等 .チロが 2等 .まん申の人が転んでしま
う。
第 5図版 児が病気で寝ている。チロは一人で遊んでいる。
第 6区版 チロ .兄 .父 .まん中の人 4人で1iごとをしている。主ん申の子がすべってとろんだ。
第 7図版 母とー絡に幼稚園の入口をで来た。母は幼稚園に行きなさいという。チロちゃんは行きた
くない。
第 8図版 父，兄 .iん中の子などがチロを追いかけている。
第 9図仮 父が森を調べている。チロは家にいる。
第10図復 チロが朝起きて .歯をみがき.洗面し ，幼稚園へ行って.ォジッョをたれないように朝す
ませているJ・6訂正チロをおこしている。








以上の反応を見1.:と.r母の家庭における地位の高い J(凶版 1 ) r母の愛を求めているJ
{国板 3)r母の承認を求めているJ(図版4) r母から離れたくないJ(図版 7・16 ) r母の
世話 .保護を求めているJ(図版 10 )などと母に関する説明が圧倒的に多い。その他劣等感(図






























遊 1 戯い治 田療
司しばら〈ひとbで積木遊びをし，何かa!l.T言をいっている。治療者には依然として話Lかけない。、、、
自動車・飛仔機などの乗物を積木で作った道路や箇いの中を通した.!J.置いたbする。終了を告げる
と「もっと遊びたい。jと言う。手元の玩兵の一部をかたずける。
第五回 :bウンセリング
口でl工学校へ行きたくないというが...・H ・.。体操の時笥「猫とねずみ」をし，一番先に猫をしたと
家で話をしてくれる。鼻の治療のためパスで共に行き ，帰bはひとbでパスに乗b間違つで歩いて帰
る。 r泣いた刀、Jという質問に 「漢がたさったが，目から落ちなかったよりという。'
遊戯 ・治療
遊びは活発になる。いろいるな毘呉制定。て構成的に遊ぶ。:lft;，異の使用法.使用の可否について治
療者に問いかける。笑顔は特に鬼ぜないが表情はおだやかになり.治療者に時#遊びの手助けを求め
る。
第六回 カウンセリング
学校へ行くのをいやがらないのでほっとしている。 先生の家庭訪問があっ て本人も元気がでたよう
だ。 r先生はよい万ですねJと母親はい5。
遊，'、戯治療 ・
遊びと並行して，ぽつぽつ治療者に話しかけるが話の内容はまとさっていない。遊びの手助けを盛
- 3 9ー
んに求める。
第七回 カウγセリング
子どもが家事の手伝いをしたがる。責鵬げんかもなくな!J.組末であった字も上手になった。食事
時には，父親の側に座る ζとを楽しみにしている。
遊戯療銀
紙で飛行機を作b治療者と遊ぶ。びっくbするような大声で歓声をあげる。遊びをしながら家庭で
の数日来の出来‘事を治療者に説明する。
第八回 カゲソセリング
安心して朝を迎えるととができる。訪れてくる大との応待もできるようになhほっとした。 i子ど
もはぴっ<!Jする程変わるものですね。いろいろ考えさせられました。多薩が明るくなったようです司
と話す。
遊戯療法
話し声も明瞭に聞きとれる。元気に室内を遊び回る。家庭 ・学習・友だちなどのζとについて，ま
と"i!Jよく話してくれる。治療者が応答に困る程よどみな《話しかける。
第九回 カウ ンセリング
近く文化祭があるので，母子で見学に行くのを楽しみにしている。私はバザーの手伝いにも行く予
定でふるa 本人は話もわbとはっきりするじ.到来もしない。長女の書写もひ之 bでやbとげた。
遊戯療法
女化祭に作品をだすのだと話しする。fねずみを捕ったよ。殺したんだよ。ちっとも怖くなかったも」
などと言いなρがら，活発に，創造的な遊びをする。時間の終了とともにきちんとゐと片付けする。表
情も豊かにな!J.態度になんとなくゆとbがみられる。
との事例は母親の意向で以上で打ち切られた。
親子関係に問題がある場合 .子どもはいわゆる問題児になbがちでみる。つま b問題児は問題を持つ
貌に育てられるといえよう D ~がめられた親子関係を放置しておくと，子どもの性待行動に問題を生ず
るばかbでなく.とれが学校生活に親子別々の形で投射され，いろいろな疑惑，誤解をまねき.社会生
活に支障をきたすととがおる。
との事例においてもタただひとbの男の子のために.母の過保護をうけ，生活習慣のおくれ，孤独.
劣等感.母親との不分離などの問題が形成された。 CAT性格検査の反応にみられる幼稚園の入口で
の問答 a母の参観時のR児の態度 .遊戯室での遊びなどにとの問題傾向がよくあらわれている。
親子関係のみぞに端を発した子どもの行動が ，母親の教師への不安をさそい.担任教師はわが子に目
をかけてくれないのではないかという疑惑さえ生みだそうとした。しかし母親のひじzうな努力と熱意
によ!J.子どもに対する自己の存在意義を児だすζ とによって，母親みずから解決の方向を探bだした
事実を重視したい。
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